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【要 約】 

 

本研究は、主題を「宮崎科学技術館におけるＳＤＧｓへの取組の充実」、副題を「～主催事業及び

展示物のＳＤＧｓへの関連付けを通して～」とし、「持続可能な開発目標（Sustainable Developm 

ent Goals：SDGs）」と科学技術館との関係性の考察、主催事業や展示物のＳＤＧｓに照らした整理・

分類、ＳＤＧｓの内容及び重要性についての職員研修を行ったものである。  

このことにより、ＳＤＧｓで取り扱われる課題をより深く理解するための教育プラットフォームと

して、宮崎科学技術館（以下、当館とする）活用への方向性を示すことができた。 

 

はじめに 

 

昨今、社会的にも取り上げられることが増えてきた持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の17の目標と

169のターゲットは、2030年までの達成に向けて、更に重要性が増していくと考えられる。当館の主催

事業や展示物をＳＤＧｓに照らしてみると、その達成に寄与するものや関係するものも多く存在する

と思われるが、ＳＤＧｓとの関連が整理されておらず職員の理解も高いとはいえない状況である。 

そこで、今回ＳＤＧｓと科学技術館との関係性の考察、主催事業や展示物のＳＤＧｓに照らした整

理・分類、ＳＤＧｓの内容及び重要性についての職員研修を行うことで、今後の科学技術館のＳＤＧ

ｓへの取組の方向性を示すこととした。 

 

第１章 ＳＤＧｓと科学技術館の関係性の考察 

 

第１節 ＳＤＧｓの概要 

 

ＳＤＧｓとはSustainable Development Goalsの略称であり、日本語では「持続可能な開発目標」

と訳されている。地球規模の様々な課題を解決していくために、すべての国が目指すべき国際目標と

して、2015年9月の国連総会において17の目標と169のターゲットが採択された。この17の目標は、

2030年までに達成せねばならず、世界中の一人一人が自国や世界の諸課題への関心を高め、グローバ

ル・サステナビリティに関与していくことが必要とされている。 
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図１のとおり、17の目標の中には、「４． 

質の高い教育をみんなに」、「７．エネルギ 

ーをみんなに そしてクリーンに」、「１２． 

つくる責任つかう責任」、「１３．気候変動 

に具体的な対策を」のように、宮崎科学技術 

館の主催事業や展示物とリンクする可能性が 

あるものが含まれている。 

 今後、当館の事業や展示物等とＳＤＧｓの 

17の目標との関連を精査する必要があると 

考えられる。 

 

第２節 ＳＤＧｓと宮崎科学技術館の関係性 

 

このＳＤＧｓ採択に先駆けて、2014年によりよい社会の実現に向け市民参加を推進するための科学

館の具体的な行動指針を記したメヘレン宣言が採択されている。 

さらに、2017年に日本科学未来館で、98の国と地域から828名が参加し、世界科学館サミットが行

われ、ＳＤＧｓの達成に向け科学館が活動を推進していくことを合意し、行動指針「東京プロトコー

ル」がまとめられた。 

これを受けて、多くの科学系博物館が加盟する全国科学館連携協議会でも、科学館の果たす役割を

見つめ直し、全国の科学館がそれぞれの地域で活動を推し進め、地域における科学コミュニケーショ

ン活動や教育活動（ＳＴＥＭ）の充実を目指すことによって、ＳＤＧｓの達成に貢献していくことと

している。宮崎科学技術館は全国科学館連携協議会に加盟しており、これまでにデータや展示物の借

用をしながら多くの企画展やその他イベント、教育活動を行ってきた経緯があり、当協議会と深い関

係性をもっている。 

世界の科学館の方向性や日本の科学館連携協議会の方向性を鑑み、宮崎科学技術館もその方針に賛

同し、ＳＤＧｓで取り扱われる課題をより深く理解するためのプラットフォームとして宮崎科学技術

館を活用することや宮崎市民及びその他の来館者への啓発を行うことが必要不可欠であると考える。 

 

第２章 主催事業及び展示物のＳＤＧｓへの関連付け 

 

第１節 当館に関係するＳＤＧｓ17の目標と169のターゲットの精査及び整理 

 

ＳＤＧｓの17の目標と照らして、当館の主催事業や展示物との関連付けを行うために、まずは17の

目標の下に設けられている169のターゲットを精査し、整理した。 

整理する際には、当館の教育施設としての性質上、生涯教育や環境教育に関連するもの、目標の啓

発が可能であると思われるものを選び、一覧表にまとめた。結果を次ページ（表１）に示す。 

 

 

図１ ＳＤＧｓの 17 の目標 

 

資料：国際連合広報センターホームページよりダウンロード 
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表１ 当館に関係するＳＤＧｓの目標一覧 

目 標 ターゲット 

質の高い教育をみんなに 

 

(すべての人々への包摂的

かつ公正な質の高い教育を提供

し、生涯学習の機会を促進する) 

７ 2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可

能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的

文化の推進、グローバルシチズンシップ、文化多様性と文化

の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学

習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技

能を習得できるようにする。 

エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに 

(すべての人々の、安価かつ信頼で

きる持続可能な近代的エネルギー

へのアクセスを確保する) 

※ ターゲットの中に直接的な文言はないが、間接的に当館

の展示物で啓発ができると考えられる。 

つくる責任つかう責任 

 

(持続可能な生産消費形態を確保す

る) 

８ 2030年までに、人々があらゆる場所において、持続可能

な開発及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意

識を持つようにする。 

※指標には、気候変動を含む教育が全ての教育段階において

主流化されているレベルとの文言がある。 

気候変動に具体的な対策を 

 

(気候変動及びその影響を軽減する

ための緊急対策を講じる) 

３ 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する

教育、啓発、人的能力及び制度機能を改善する。 

海の豊かさを守ろう 

 

(持続可能な開発のために海洋・海

洋資源を保全し、持続可能な形で

利用する) 

１ 2025年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活

動による汚染など、あらゆる種類の海洋汚染を防止し、大幅

に削減する。 

※直接的な文言ではないが、ターゲット１に関連する展示物

があるため啓発が可能だと思われる。 

表内文言引用：国連統計部掲載指標の総務省仮訳(2019年8月) 

 

 表１に挙げたもの以外の目標については、当館とほぼ関連が無く啓発が難しいものであると判断し

た。ここで挙がった目標及びターゲットに関連する部分を当館の事業等と関連付ける必要がある。 

 

第２節 主催事業及び展示物のＳＤＧｓへの関連付け 

 

 第１節にて整理したＳＤＧｓの目標に直接、または間接的に合致する主催事業及び館内展示物を調

査し、まとめた。 

 その際、主催事業については令和２年度宮崎科学技術館事業計画を、展示物については１・２階展

示物の一覧表を使用した。結果を次ページ（表２）に示す。 
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表２ ＳＤＧｓと関連のある展示物及び主催事業 

目 標 展示物 主催事業 

質の高い教育をみんな

に 

 

・３Ｄプラネットシアター 

（ガイア） 

・エネルギーサーカス 

・九州電力パネル 

・宮崎ガスコーナー 

・触れる地球儀 

・プラネタリウム星空解説 

・サイエンスカフェ 

・教員のための科学実験講座 

・スターウォッチングinまちなか 

・星空観察プロジェクト 

・環境に関連する企画展 

（環境展、南極パネル展等） 

・科学技術映像祭 

・教員のための博物館の日 

・宮崎少年少女発明クラブ 

・コスモランドサイエンスラボ 

・サイエンス親子学習教室 

・プラネタリウム親子学習教室 

・星空教室 

・スターウォッチング教室 

・天体観望会各種 

・ちょこっと工作 

・生きがい科学館 

エネルギーをみんなに

そしてクリーンに 

 

・エネルギーサーカス 

・九州電力パネル 

・宮崎ガスコーナー 

・プラネタリウム星空解説 

・星空観察プロジェクト 

・天体観望会各種 

・環境に関する企画展 

つくる責任つかう責任 

 

・触れる地球儀 

 

・環境に関する企画展 

（エコの会工作教室等） 

・宮崎少年少女発明クラブ 

気候変動に具体的な対

策を 

 

・地球を守ろうシューティ

ングゲーム 

・触れる地球儀 

・星空観察プロジェクト 

・天体観望会各種 

・環境に関する企画展 

海の豊かさを守ろう 

 

・触れる地球儀  

※目標４については、教育の質の向上や生涯学習に関係するもの、目標７、１２、１３、１４の理解

を深める効果が期待できるものの内で、特に関係が深いと思われるものを挙げている。 

※プラネタリウム星空解説は、その中で街あかり（光害）について触れているため挿入している。 

 

 以上のように関連付けを行ってみると、多くの展示物及び主催事業がＳＤＧｓと関連していること

が分かった。このことを基に、当館とＳＤＧｓの関係性や啓発方法について職員研修を行った。 
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第３章 ＳＤＧｓの内容及び重要性についての職員研修 

 

 第１章、第２章の結果から、ＳＤＧｓに対応した今後の館の運営のためには、職員全体での深い理

解と取り組むための方向付けが必要であると考え、職員研修を行った。 

職員研修は次の①～⑤の流れで行った。プレゼンテーション資料の一部を下に示す。 

 ①ＳＤＧｓとは何か 

 ②世界及び日本の科学館の動向 

 ③宮崎科学技術館が取り組む必要性について 

 ④外務省、文部科学省の動向及びＥＳＤ (持続可能な開発のための教育)について 

 ⑤展示物や各事業のチラシ・ポスターへのＳＤＧｓロゴの積極的な添付活用について 

  （ＳＤＧｓロゴの使用方法、科学技術館での活用案） 

 

職員研修で用いたプレゼンテーション資料の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職員研修を行ってみると、ＳＤＧｓという言葉を知っている職員は数名いたが、その内容まで正確

に把握している職員は少なかった。本研修を通して、職員のＳＤＧｓについての理解が深まったこと

は大きな収穫である。今後、科学技術館をＳＤＧｓのプラットフォームとするため、ロゴの活用と来

館者への啓発を推進するとともに、更なる職員への意識付けや研修が必要である。 
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おわりに 

 

今回、第１章で示した通りＳＤＧｓの概要の理解と世界及び日本の科学館の動向を整理した上で、

当館がＳＤＧｓに取り組む必要性を明らかにすることができた。また第２章では、ＳＤＧｓの目標と

照らして当館の展示物及び主催事業との関連を整理し、まとめることができた。第３章では、第１章

と第２章の結果を踏まえ職員研修を行ったことにより職員のＳＤＧｓについての理解が深まり、今後

の館の運営の方向性を示すことができた。 

今後の課題は、今回提案した方向性に基づき、展示物や各イベントのチラシ等にＳＤＧｓロゴを実

際に添付し、来館者やイベント参加者の反応をみることである。そのためには、先進地の科学館等で

の情報を収集し、方向性の確認を行うことが必要である。今後の課題として研究を更に進め、実践に

繋げたい。 

また、今回研究したＳＤＧｓについては、2030年に向けて更に重要性が増してくるものと思われ

る。今回は科学技術館を主な対象として研究を行ったが、今後は宮崎文化振興協会他施設においても

同様の視点での研究が必要となると考えられる。 

 

引用文献・参考文献・参考資料リスト 

 

１）国際連合 https://www.unic.or.jp 

２）外務省 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html 

３）文部科学省 https://www.mext.go.jp/ 

４）総務省 https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/ 

５）日本科学未来館 https://www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/sdgs/ 

 


